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条件式１（ if 基本）

if （条件1）:

[式1]

• 条件１に該当

［式1］を実行する

※該当しない時は、

何もしない！

例）

a=int(input(‘a=‘))

if a>=5:

print(‘good!’)

***実行画面

a=6 （← 「6」 を入力）

good! （← 表示される！）

a=3 （← 「3」 を入力）

（← 何もおきない！）



条件式２（ if ･･･ else ～）

if （条件1）:

[式1]

else:

[式2]

条件１に該当

［式1］を実行する

該当しない時

［式2］を実行する

例51）

a=int(input(‘a=‘))

if a>=5:

print(‘Good!’)

else:

print(‘Try Again!’)

***実行画面

a=5 （← 「5」 を入力）

Good! （←「if」の方を実行）

a=3 （← 「3」 を入力）

Try Again! （←「else」の方を実行）



5

if x>=5:

print(‘good!’)

5

else:

print(‘Try Again!’)

該当しない

if x<5:

print(‘Try Again!’)

でも間違いではない！



数学では・・

10

x≧ 10

x ＜ 5

105

105

5≦ x ＜ 10

→ x ＜ 10 かつ x≧ 5

プログラムでは
表現しにくい！
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if x>=10:

print(‘Excellent!’)

else:

print(‘Try Again!’)

elif x>=5:

print(‘Good!’)
105

105

含まれない！

該当しない
前提での条件

全てに
該当しない



条件式３（ if ･･･ elif ・・ else ～）
if （条件1）:

[式1]

elif （条件2）:

[式2]

else:

[式3]

条件１に該当

［式1］を実行する

今までに該当せず、条件２に該当

［式2］を実行する

全てに該当しない

［式3］を実行する

例）

a=int(input(‘a=‘))

if a>=10:

print(‘Excellent!’)

elif a>=5:

print(‘Good!’)

else:

print(‘Try Again!’)

***実行画面

a=12 （← 「12」 を入力）

Excellent! （←「if」の方を実行）

a=6 （← 「6」 を入力）

Good! （←「elif」の方を実行）

a=3 （← 「3」 を入力）

Try Again! （←「else」の方を実行）


	スライド 1: 条件式の設定
	スライド 2: 条件式１（ if 基本）
	スライド 3: 条件式２（ if ･･･ else　～）
	スライド 4
	スライド 5: 数学では・・
	スライド 6
	スライド 7: 条件式３（ if ･･･ elif ・・  else　～）

